










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　林 柳波 作詞　　井上 武士 作曲
　「かたつむり」　（文部省唱歌）
　「日のまる」（文部省唱歌）




　　林 柳波 作詞　下総 皖一 作曲
　「春がきた」　（文部省唱歌）
　　高野 辰之 作詞　岡野 貞一 作曲
　「虫のこえ」　（文部省唱歌）
　「夕やけこやけ」

























　　高野 辰之 作詞　岡野 貞一 作曲
　「ふるさと」＊（文部省唱歌）






　　三木 露風 作詞　山田 耕筰 作曲
　「荒城の月」＊
　　土井 晩翠 作詞　滝 廉太郎 作曲
　「早春賦」＊
　　吉丸 一昌 作詞　中田 章 作曲
　「夏の思い出」　
　　江間 章子 作詞　中田 喜直 作曲
　「花」＊武島 羽衣 作詞　滝 廉太郎 作曲
　「花の街」
　　江間 章子 作詞　團 伊玖磨 作曲
　「浜辺の歌」＊
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氷解け去り葦は角ぐむ。
　さては時ぞと　思ふあやにく
今日もきのふも　　雪の空。
　今日もきのふも　　雪の空。
春と聞かねば知らでありしを。
聞けば急かるる　胸の思ひを
いかにせよとの　この頃か。
いかにせよとの　この頃か。
　「古文入門」は学年のはじめ，４月に扱われ
るはずである。四季の捉え方は古典の時代と現
代とでは異なっているが，現代の４月は「春」
である。ここに挙げた２曲の歌詞は，ともに「古
典」の世界に現れる，伝統的な「春」の風物を
歌っている。（波線を付したものがそれにあた
る。）また下線を付した語句・表現は，古文と
して重要，あるいは注意すべきだと思われる語
句・表現等である。こうした要素に解説を加え
ながら，時には必要に応じ，映像・図版・写真
などを用いて「古文の世界」へと導いていくと
いうのが私のもつ構想である。唱歌そのものを
導入とする方法もあるし，最終的に唱歌でまと
めるという方法も考えられる。さまざまの工夫
が可能であろう。
　ただし，ここで留意しなくてはならないと私
が考えているのは，歌詞を「口語訳しない」こ
とである。「和歌」「俳句」などの短詩型文学を
はじめ，「文語詩」にいたるまで，「詩（詞）」
を「口語訳」することは弊害となると考える。
もちろん語彙的に「わからない単語」は現代語
に置き換えてみることが必要であるし，口語に
ない文語独特の表現や語法も理解への手助けが
必要であろう。しかし，その役割を安易に「口
語訳」に担わせることは避けたい。あくまで「文
語（古典語）」は「文語」として読み，理解す
る姿勢を，入門期から養わせたい。
　以上，いくつかの観点から，現行の多くの「国
語総合」教科書の「古文入門」のあり方を再考
するための提案を試みた。
　なお，学校で歌われる機会も多いであろう文
語歌詞の唱歌で，教材化する可能性があるもの
として，「蛍の光」（稲垣千頴　作詞　スコット
ランド民謡）がある。これも，実際に歌詞の意
味が正しく理解された上で歌われているかとい
うと，心もとない。歌われるのはもっぱら卒業
式の時期であろうから，４月新学期の「古文入
門」には適さないかもしれないが，典拠となっ
ている故事（『晋書』「車胤伝」「孫康伝」）も含
め，古文の教材として検討されてよいと思う。
　以下に，広く歌われている２節まで（本来は
４節まである）の歌詞を掲載しておく。
蛍の光　窓の雪
書読む月日　重ねつつ
いつしか歳も　すぎの戸を
あけてぞ今朝は　別れゆく
留まるもゆくも　かぎりとて
互におもふ　千万の
心の端を　一言に
幸くとばかり　歌ふなり
９．おわりに
　以上，国語科にとって非常に大きな変革とな
る，今回の学習指導要領改訂を目前にして，新
しい必履修科目「言語文化」に注目しつつ，小・
中学校における「古典（古文）」の扱われ方を
参考にしながら，有名古典の存在に触れた後に
高等学校に進学した生徒が，あらためて「古
典」・「古文」を学ぼうとする時に，教材の設定
や指導の方法について，どのような試みが可能
であるかを考えてみた。
　いろいろなところで「古典離れ」が言われる
が，そこには「古典」は現代とは隔絶された「別
物」という意識が，学ぶ側にも学ばせる側にも
ないとはいえないように思う。「古文入門」に
おいては，現代の社会（生活）の中にどのよう
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中学校から高等学校に至る古典（古文）入門期の指導における現代文領域との融合への試み
に「古典（古文）」が息づいているかに気づか
せるような教材や指導法が必要である。本稿に
述べたことが，そのような試みに対する一助と
なれば幸いである。また，今後もこうした試み
がさらに広がるような教材・指導法を考えてい
きたい。
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